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「ご
当
地
流
行
大
賞
」

一
位
は 

1
4
0
1
1
4
l
Hl
の
日
本
地

図
を
見
て
い
た
だ
く
と
し
て
、

ま
ず
食
べ
物
系
か
ら
紹
介
す
る

'と
 

I
l
l
1
1
0

龍馬イ云、ゲゲゲ、ゆるキャラ、ノ� fワー
スポット、会ベる調味料、� B級グルメピ� 
2010年はご当地発ニュースに事欠かなか
った。本誌が選んだ47都道府県の流行大
賞を発表� Lょう。

ば、
 

4
位
津
山
ホ
ル
モ

ン
う
ど

ん
が
選
ば
れ
た
岡
山
は

「
B
級

グ
ル
メ
王
国
」
。
県
観
光
連
盟

は

「
B
級
グ
ル
メ
ラ
リ 
1

」
を

ロ
月
末
ま
で
展
開
。
デ
ミ
カ
ツ

井
、
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
、
カ

キ
オ

コ
を
加
え
た
5
種
の
中
か

ら

「お
か
や
ま 
B
級
、
グ
ル
メ
マ

ス
タ
ー」

の
称
号
が
与
え
ら
れ

る。

山
口
県
岩
国
市
が
売
り
出

し
た
の
は
、
特
産
品
レ
ン
コ
ン

を
使
っ
た

「
岩
国
海
軍
飛
行
艇

カ
し 
l
」
だ。

宮
崎
で
は
豚
肉
で
お
に
ぎ
り 

‘ζ ，.;.，....-.;:二戸

生
産
が
追
い

つ
か
な
い
の

は
、
山
形
県
庄
内
町
の

「
ハ
ナ

プ
サ
綿
油
」
が
製
造
す
る 

H

食

べ
る
醤
油 
H

「
し
よ
う
ゆ
の
実
」
。

「
し
よ
う
ゆ
製
造
過
程
で
作
ら

れ
る
も
ろ
み
で
江
戸
時
代
か
ら

あ
り
ま
す
。 
U

食
べ
る
ラ 
l
油 
H 

O

フ
1
ム
を
受
け
て
今
年
爆
発
的

に
人
気
が
出
ま
し
た
」
(
ハ
ナ

ブ
サ
備
油
)
;
食
べ
る
調
味
料 
H

で
は
、
島
恨
県
の
通
販
会
社
「吉

田
ふ
る
さ
と
村
」
の

「育
と
う

が
ら
し
&
ニ
ン
ニ
ク
」
、
福
岡

の
「
倣
一
局
庵
」
が
考
案
し
た

「生

七
昧
」
に
全
国
か
ら
取
り
寄
せ

注
文
が
殺
到
し
た
。 

ω年
酒
造
年
度
全
国
新
酒
鑑

l

六
本
木
ヒ
ル
ズ
屋
上
で
岐
阜
の
米

真
田
幸
村
ゆ
か
り
の
地
、
長

野
県
上
岡
市
と
ゲ
ー
ム
「
戦
国 

B
A
S
A
R
A
弐
」
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
商
品
「
信
州
真
田
幸
村

合
戦
記
り
ん
ご
ク
ッ
キ
ー
」
は

フ
ァ
ン
か
ら
広
ま
っ
た
。

なヒを
主主ツく
筈 卜 る
をし� λノ

受ただ
け 。 「
た 口iに
が蹄己く
、疫Sま

考で き

米
粉
推
進
活
動

「
R
mプ
ロ

追
っ
か
け
も
い
る
伊
達
武
将
隊

-
グ
ツ
ズ

岩
手
県
観
光
協
会
が
初
め
て

作
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

「わ

ん
こ
き
ょ
う
だ
い
」
。
メ 

キ
ヤ
ラ
の
「
そ
ば
っ
ち
」
携
帯

ス
ト
ラ
ッ
プ
は
4
月
か
ら 
5
0 

0
0
個
を
売
っ
た。

宮
城
県

・
仙
台
城
跡
で
は 
8

月
、
お
も
て
な
し
集
団

「
伊
達 

{右上から時計図り}
阿蘇神社、パリィさん、己なき爺の

l
人
は
仙
台
城
跡
に
残
っ
て
お

も
て
な
し
し
ま
す
」 
(仙
台
市

評
会
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
福

島
県
産
酒
勾
銘
柄
が
金
貨
を
受

賞
し
た
。 

4
年
ぶ
り
に
金
貧
受

賞
数
1
位
を
奪
述
。

群
馬
の
「
か
り
ん
と
う
ま
ん

じ
ゅ
う
」
は
、
累
積
を
練
り
こ

ん
だ
生
地

で
こ
し
あ
ん
を
包

み
、
カ
リ

ツ
と
揚
げ
る
。
「闘

さ
が
ウ
リ
。 

日
3
0
0
0
倒

売
れ
ま
す
」
(
御
菓
子
司
お
お

み
や
)
。
お
隣
、
埼
玉
県
加
須

市
の
肉
味
噌
う
ど
ん
は、

引
日
に
約
7
万
人
を
集
め
て
開

催
さ
れ
た
「
第 
7
回
埼
玉 

級
B リ

月

ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
」
で

頂
点
に
立
っ
た
。
ひ
き
肉
味
噌

と
温
泉
卵
が
の
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
足
さ
せ
た
の

は
新
潟
県
。
小
麦
粉
消
費
量
の

日

%
以
上
を
米
粉
に
す
る
こ
と

を
目
指
す。

「食
料
自
給
率
の

向
上
の
た
め
、
米
粉
を
混
ぜ
た

し大 が

た

「
元
祖
に
く
ま
き
本
舗
」
は

義
援
金
を
募
っ
て
地
元
を
応
援

し
た
。

帯
。
幻
怨
的
な
宇
宙
都
市
の
よ

う
な
光
景
が
楽
し
め
ま
す
」
。

愛
媛
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
パ

リ
ィ
さ
ん
」

は
、
今
治
名
産
の

タ
オ
ル
地
の
腹
巻
き
を
し
、
今

治
弁
を
話
す
。

生
み
の
親
で
あ

る
第

一
印
刷
の
宮
田
麻
子
さ
ん

は
、
「
バ
リ
ィ
さ
ん
が
今
治
弁

を
教
え
て
く
れ
る
来
年
度
の
カ

レ
ン
ダ
ー
は
完
売
し
ま
し
た
」。

高
知
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

の
は

「
カ
ツ
オ
人
間
」
。
身
を

切
り
落
と
し
た
カ
ツ
オ
の
頭

に
、
胴
体
は
人
間
で
ま
わ
し
姿
。

阿
蘇
神
社
を
は

じ
め
幣
立
神

宮
、
草
部
吉
見
神
社
、
上
色
見

熊
野
座
神
社
、
押
戸
石
の
丘
、

一高
森
殿
の
杉
、
池
山
水
源
、
白

糸
の
沌
な
ど
が
点
在
す
る
。

「加
藤
清
正
が
築
い
た
熊
本
械

に
は
1
2
0
本
の
井
戸
の
う
ち

口
本
が
残
っ
て
い
ま
す
。
全
部

回
れ
ば
大
変
ご
利
益
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
」

(
熊
本
県

東
京
事
務
所
の
西
村
徹
さ
ん
)

「遊
泳
が
趣
味
の
ナ
マ
ケ
モ
ノ 

武
将
際
」

が
結
成
さ
れ
た
。

伊

達
政
宗
を
中
心
と
す
る 
8
人
の

伊
達
の
英
傑
が
演
舞
を
披
滋
す

l
vf

る。

「
若
い
女
性
の
追

っ
か
け

も
い
る
く
ら
い。

イ
ベ
ン
ト
に

引
っ
張
か
だ
こ
で
?
が
、
必
ず

観
光
課
金
田
芳
典
さ
ん
)

栃
木
県
の
「結
城
紬
」
は
、
ユ

ネ
ス

コ
政
府
関
委
員
会
で
無
形

文
化
遺
産
に
追
加
登
録
さ
れ
た
。 

1
9
8
日
間
で
入
場
者
数
約 

3
6
3
万
人
に
上

っ
た
奈
良
の

「
平
城
選
都 
1
3
0
0
年
祭
」

で
は
、
地
元
の
老
舗
伝
統
工
芸

シ
ョ

ッ
プ
「
中
川
政
七
商
広
」

が
作
る
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
が
人
気

を
博
し
た
。
「
遜
都
記
念
限
定

の
『
花
ふ
き
ん
』

は
2
倍
売
れ

て
い
ま
す
」
(
同
届
担
当
者
)

三
重
県
の
「
四
日
市
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
夜
景
ク
ル
ー
ズ
」

に
は

里、ゆめ子、イ ・ピョ シホンルーム、
白いパウム

グ
工
場
萌
晶子
の
男
女
が
殺
到
。 
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同
県
観
光
局
の
高
安
裕
之
主
幹

は

「全
国
で
も
有
数
の
工
場
地

l

パ
ワ 

ス
ポ
ッ
ト
の
宝
庫
と

し
て
人
を
呼
ん
だ
の
は
熊
本
。

http:2010.12.12
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は
珍
し
い
」
と
、
大
分
で
話
題

に
な
っ
た
の
が
水
族
館
「
う
み

た
ま
ご
」
に
い
る
フ
タ
ユ
ピ
ナ

マ
ケ
モ
ノ
の

「
ゆ
め
子
」
。
癒

や
さ
れ
た
人
は
多
い
。

佐
賀
県
は
、
地
元
出
身
の
大

限
重
信
と
名
産
・
有
田
焼
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
地
方
自
治
法
施
行

ω年
記
念

1
0
0
0
円
銀
貨
を

販
売
。
脆
児
'
局
県
垂
水
市
は
桜

お
り
、
宿
泊
者
は
見
学
で
き
る
。

島
の
火
山
灰
を
缶
詰
に
し
た
。

ぬ

m
i

そ
の
名
も
降
灰
体
感
缶
詰
「
ハ

イ
!
ど
う
ぞ
�
 」。
市
役
所
の

H

役
所
の
屋
上
に
積
も
っ
た
灰
が

缶

1
0
0
円
。
限
定

1
0
0
 

0
個
は
即
完
売
し
た
。

l-
映
画
・
ド
ラ
マ
で
町
お
こ
し

「
普
段
は
満
席
に
な
る
な
ん
て

こ
と
が
な
い
小
さ
な
大
衆
食
堂

ま
で
観
光
客
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
」
と
青
森
県
観
光
連
盟
の
斎

藤
直
樹
さ
ん
が
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
る
の
は
、
一
本
の
映
画
。
津

軽
の
大
衆
食
堂
文
化
を
テ
�
 
1
マ

に
し
た
「
津
軽
百
年
食
堂
」
の

映
画
化
が
決
定
し
、
撮
影
が
青

森
県
内
全
域
で
行
わ
れ
た
の
だ
。

斡
流
ド
ラ
マ
「
ア
イ
リ
ス
」

の
舞
台
に
な
っ
た
秋
田
。
主
演

し
た
イ

・
ビ
ヨ
ン
ホ
ン
が
ロ
ケ

園
内
か
ら
は
年
配
の
女
性
の
方

が
多
い
で
す
ね
」
(
若
女
将

・

佐
藤
千
香
さ
ん
)

茨
城
で
は
観
光
誘
致
に
つ
な

が
る
映
商
を
地
元
主
導
で
作
り

た
い
と
い
う
願
い
が
か
な
い
、

「桜
田
門
外
ノ
変
」

(
叩
月
日
日

公
開
)
が
で
き
た
。
�
 1
5
0年

目
の
今
年
、
烈
士
た
ち
の
故
郷

水
戸
を
中
心
に
ロ
ケ
が
敢
行
さ

れ
、
オ
ー
プ
ン
セ

ッ
ト
や
撮
影

日
記
が
「
水
戸
ひ
た
ち
観
光
閤
」

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

山
梨
で
は
、
肝
年
か
ら
活
動

し
て
い
た
忍
者
シ
ョ
ー
が
「
甲

州
戦
記
サ
ク
ラ
イ
ザ
�
 

l i

制
し
た
の
は
史
上
初
。

「多
く
の
百
貨
脂
や
ス
ー
パ
ー

が
優
勝
セ
�
 ル
を
実
施
。

日
本

シ
リ
ー
ズ
は
全
試
合
満
員
。
パ

レ
ー
ド
の
人
出
も
合
め
る
と
経

m

済
効
果
は
�
 カ
月
で

1
0
0億

円
超
」
(
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究

所
の
観
音
寺
拓
也
さ
ん
)

2
月
の
富
山
を
熱
く
し
た
の

は
、
パ
ン
ク
1
バ
1
冬
季
五
輪

京
事
務
所
の
古
田
秀
維
主
任
)
。

女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
田

周
年
に
合
わ
せ
て
大
幅
リ
ニ

畑
真
紀
、
.穂
積
雅
子
両
選
手
の

ア
ル
し
、
2
低

4
9
9
0

銀
メ
ダ
ル
。
こ
れ
が
契
機
で
、

「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
応
援
団
」
が

7
月
に
発
足
し
た
。

「
ダ
イ
チ
株
式
会
社
と
い
う
従

業
貝
伺
人
の
会
社
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
で
、
世
界
の
大
舞
台
で
活

院
で
き
た
。
小
さ
な
県
で
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
部
出
す
る

た
め
、
募
金
を
募
っ
て
応
援
し

w

さ
れ
て
い
る
。

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
に

沸
い
た
の
は
長
崎
。
開
館
以
来
、

長
崎
奉
行
所
・
飽
馬
伝
館
は
約

幻
万
人
、
長
崎
ま
ち
な
か
龍
馬

館
約
時
万
人
、
亀
山
社
中
記
念

館
約
鈎
万
人
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ポ

ス
飽
馬
伝
館
約
叩
万
人
と
大
盛

況
。
お
土
産
に
、
飽
馬
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー

「総
馬
か

ラ
プ
レ
タ
ー

ら
の
恋
文
」
が
人
気
だ
。

ま
す
」
(
岡
県
体
育
協
会
)

杯
に
日
本

l
ュ、万

円
で
カ
マ
ラ
サ
ウ
ル
ス
の
化

石
を
購
入
し
た
。

お
茶
の
産
地
お
カ
国
が
参
加

南
ア
サ
ッ
カ
ー
�
 

月
初

れ
た
国
際
芸
術
祭

「
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ

l
レ
2
0
1
0
」。

M

し
た
「
世
界
お
茶
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
た
の
は
静
岡
。
�
 ω

日
か
ら
の

4
日
間
で
約

8
万
9
 

0
0
0
人
が
詰
め
掛
け
た
。

愛
知
・
名
古
屋
市
で
は

8
月

幻
日
か
ら
約
2
カ
月
間
開
催
さ

現
代
美
術
作
品
の
展
示
や
舞
台


芸
術
の
公
演
に
、
国
内
外
か
ら


日
万

1ω
万
人
が
訪
れ
た
。


滋
賀
で
叩
月
間
ω
、
�
 日

に
開

催
さ
れ
た
「
ゆ
る
キ
ヤ
ラ
ま
つ

全信

送
さ
れ
た
。
冴
え
な
い
公
務
員

の
西
畑
和
彦
さ
ん
)

他
の
イ
ベ
ン
ト
を
北
か
ら
見

て
み
よ
う
。

福
井
の
「
県
立
恐
竜
博
物
館
」

は
開
館
叩
周
年
を
迎
え
た
。
「
事

業
仕
分
け
で
や
り
玉
に
挙
が
る

ハ
コ
モ
ノ
は
多
い
で
す
が
、
う

ち
は
年
間
約
制
万
人
の
来
場
者

数
を
誇
り
ま
す
」
(
福
井
県
東

ι
fV
4J
P
U
 

l
l

品引
め
絞
井
が
北
山
烈
暑
の
作
っ
た
特

る
の
う

ゆ
い
ン
疎
ス
�
 ツ
を
着
る
と
サ
ク
ラ
イ

ー
祝
日
ザ
�
 に
変
身
す
る
。
ロ
月
日
日

リ
ト
む
帥
公
開
の
映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

四
円
�
 
μ

}

森
」
の
ロ

ケ
が
行
わ
れ
た
の
は
、

端
湘
�
 蜘
年
間
6
万
人
ほ
ど
が
訪
れ
る
ス

町
~
吋
唱
ス
キ
の
大
群
位
制
で
有
名
な
兵

低
利
一
河
北
庫
県
神
河
町
砥
降
雨
原
だ
。
�
 

た
。
鬼
太
郎
や
ね
ず
み
男
な
ど

の
形
を
し
た
パ
ン
�
 
5
種
類
が
入

る
「
鬼
太
郎
セ

ッ
ト
」
は
、
「一

日
平
均

1
0
0
セ
ッ
ト
売
れ
て

ま
す
」
(
神
戸
ベ
ー
カ
リ
ー
の

坂
本
全
代
表
取
締
役
)
。
「
ゲ
ゲ

ゲ
効
巣
で
好
評
で
す
」
と
徳
島

県
東
京
事
務
所
の
秋
川
正
年
次

長
が
言
う
の
は
、

三
好
市
山
城

町
の
大
歩
危
妖
怪
村
。
「
こ
な

さ
爺
の
里
」
と
も
呼
ば
れ
世
界

妖
怪
協
会
の
妖
怪
迫
産
に
認
定

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

l

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」
の
影
響
は

大
き
か
っ
た
。
鳥
取
の
「
水
木

し
げ
る
口
�
 ド
」
に
は

3
0
0

万
人
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ

良
く
も
悪
く
も
沖
縄
へ
の
関
心

-
イ
ベ
ン
ト

「
千
葉
ド
リ
ー
ム
!
あ
き
ら

め
な
い
で
や
れ
ば
で
き
る
こ
と

を
県
民
に
示
し
て
く
れ
た
」

森
岡
健
作

・
千
葉
県
知
溺
・
が

D
F
駒

代
表
と
し
て
出
場
し
た

野
友
一
選
手
は
和
歌
山
出
身
。
�
 

l

興
需
気
味
に
話
す
の
は
、
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
�
 ン
ズ
の
プ

ロ
野

球
日
本

一
。
公
式
戦

3
位
か
ら

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
を

勝
ち
上
が
り
目
本
シ
リ
ー
ズ
を
�
 

7
ハ
ラ
グ
ア
イ
戦
で
�
 
P
K
を
外

し
た
時
は
応
援
会
場
が
静
ま
り

返
り
ま
し
た
が
、

知
名
度
は
全

国
区
に
な
り
プ
ラ
ス
に
捉
え
て

い
ま
す
」
(
和
欽
山
県
広
報
課

り」

E

i

l

i

l

i

-

-

I

l

l

 

で
滞
在
中
に
食
べ
た
メ
ニ
ュ

ー
、
ホ
ワ
イ
ト
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
や
ベ
ニ
マ
ス
の

カ
ル
パ
ッ
チ
ヨ
な
ど
を

「イ

・

ビ
ヨ
ン
ホ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と

し
て
提
供
す
る
の
は
「
田
沢
湖

ホ
テ
ル
イ
ス
キ
ア
」
。
宿
泊

し
た
部
屋
も
「
イ
・
ビ
ョ
ン
ホ

ン
ル
�
 1
ム
」
と
し
て
残
さ
れ
て

「
お
客
さ
ま
は
前
年
比

%
増
。
韓
国
か
ら
は
家
族
連
れ
、

」
と
し

l

て
山
梨
放
送
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
放

に
は
全
国
か
ら

1
8
0
キ

ヤ
ラ
と
約
7
万

5
0
0
0
人
の
�
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XDEω
言

N
F
m副
�
 

1
J

A斗
」
納
マ

T
 

q
d
C
議

同
円
全
つ

臼
句
つ

れ
ら

ま
た

生
め

E
R
4
C

H
n
a
u

索
、

抽

川

出

晴

氏

日
画
主

U
映
に

月

の

J

日
開
う

年
公
ろ

乃
日
帰

U

4
に

税
込
�
 5
5
0
円
好
評
発
売
中

2
0
1
1
年
度
版
展
望
と
対
策

フ
ァ
ン
が
結
集
。
今
年
は
人
気

ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
め
る
投
票
が

あ
り
、
地
元
彦
恨
市
の

「
ひ
こ

J
R

に
ゃ
ん
」
が
初
代
グ
ラ
ン
プ
リ

に
締
い
た
。
「
京
の
七
夕
」
は

初
開
催
。
�
 8
月

6
1日
日
ま
で

京
都
市
内
の
尚
広
衡
や
企
業
・

l

団
体
、
寺
院
や
神
社
が
ラ
イ
ト

l

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
�
 7
月
間
日
か

ら
叩
月
引
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

香
川
の
現
代
ア
�
 ト
の
祭
典

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
に
は

約
田
万
人
が
殺
到
し
た
。

-
ニ
ュ
ー
ス
な
ま
ち

同
月
幻
目
、
羽
田
空
港
の
新


国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ


ー
プ
ン
し
た
東
京。

お
膝
元
・


北
品
川
は
東
海
道
の
俵
初
の
宿


場
「
品
川
宿
」
が
あ
っ
た
場
所


で
も
あ
る
。
『
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス


品
川
宿
」
の
オ
ー
ナ
ー
、
渡
抽
出


銭
志
さ
ん
は
地
域
の
活
性
化
を


図
る
。
「
最
近
は
羽
悶
空
港
自


体
を
観
光
地
と
し
て
ご
案
内
す


る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」


神
奈
川
県
は

4
月
�
 日
か
ら


受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
施
行
。


町
田
駅
南
口
は
神
奈
川
と

東
京
の
都
県
境
に
あ
る
。
神
奈

川
側
の
居
酒
屋
経
営
者
は
、
「
来

年
4
月
か
ら
違
反
す
る
と
罰
則

が
あ
る
。
分
煤
施
設
を
作
る
に

は
多
大
な
出
資
が
必
要
だ
が
、

全
面
禁
煙
に
す
る
と
東
京
に
客

が
流
れ
る
。
価
絡
や
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
で
個
性
を
出
さ
な
い
と
勝

ち
目
が
な
い
」
と
話
す
。

イ
ク
メ
ン
首
長
�
 が
誕
生
し

た
の
は
広
島
。
湯
附
英
彦
知
事

が
叩
月
お
日
か
ら
育
児
休
暇
を

取
得
。
「
奥
性
が
取
得
し
づ
ら

い
環
境
を
改
替
し
た
い
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

基
地
問
題
に
揺
れ
る
沖
縄
。

岡
県
へ
の
観
光
客
は
約
�
 
4
%増

加
。
修
学
旅
行
も
初
校
ほ
ど
増

M

H

え
た
と
い
う
。
沖
縄
県
東
京
事

務
所
の
松
山
満
次
長
は
話
す
。

『
良
く
も
惑
く
も
沖
縄
へ
の
関


心
が
高
ま
っ
た
結
果
で
し
ょ


う
。
興
商
高
校
の
甲
子
倒
存
百
記


述
新
や
『
組
問
」
が
ユ
ネ
ス
コ


世
界
無
形
文
化
泣
産
に
受
録
さ


れ
た
り
と
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も


た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
来
年


は
沖
縄
発
の
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス


に
も
っ
と
注
目
が
集
ま
っ
て
ほ


し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
ト

川
直
樹

本
誌
・
/直

木
詩
帆

-
「
佐
高
信
の
政
経
外
科

H
H

ピ
ン
・
安
膝
純

一
・
印
歳
・
無

職
)

-
「
日
本
で
が
ん
ば
る
世
界
一

企
業
�
 
月
銘
日
号
」
こ
の
記

事
を
現
在
就
活
中
の
学
生
、
特

に
4
年
生
に
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し

月
刊
日
号
」
市
川
一
房
枝
さ
ん
が

石
原
莞
協
を
高
く
評
価
し
て
い

た
と
は
驚
い
た
。
満
州
事
変
が

天
皇
の
統
帥
権
と
欧
米
協
調
の

政
府
方
針
に
反
す
る
ク
ー
デ
タ

ー
だ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
満
州
事
変
は

石
原
ら
を
首
謀
者
と
す
る
関
東

光
る
会
社
で
正
社
員
と
し
て
働

く
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
上

昇
を
望
む
な
ら
ス
キ
ル
を
積
む

こ
と
。
内
定
は
ス
タ
ー
ト
で
し

か
な
い
。
(
兵
庫
県
・
中
川
正

晴
・
目
成
・
会
社
員
)

ロ
月

5
日
号
」
�
 8
人
の
人

生
の
先
達
の
死
生
観
は
そ
れ
ぞ

れ
皆
さ
ば
さ
ば
し
て
い
て
、
物

事
に
悶
執
し
て
い
な
い
。
先
の

こ
と
よ
り
今
を
楽
し
く
生
き
る

こ
と
に
忍
び
を
見
い
だ
し
て
い

る
生
き
方
は
見
事
だ
。
弱
気
な

私
で
す
が
、
勇
気
を
与
え
ら
れ

A'
「
だ
か
ら
私
は
死
が
怖
く
な

い
H

元
気
に
な
っ
て
い
く
の
を
実
感

し
た
。
(東
京
都
・

芦
沢
裕
子
・

日
成
・
主
婦
)〈

�
 V

O

 l
-
-

郵
便
醤
号
、
合
所
氏
名
、
年
齢
、
性

別
.
駿
接
、
電
話
番
号
を
明
記
。干� 1
0
 

0
l
B
0
5
1
(住
所
不
要
)
サ
ン
デ

ー
毎
日
綱
集
部
「
読
者
か
う
」
係
あ
て
�
 

録
用
に
は
図智
力
ド
を
進
呈
し
ま
す
�
 

記
事
に
つ
い
て
の
感
想
、
提
語
、
組
血
部

への
態
語
�
 ‘
情
報
提
供
な
ど
歓
迎
し
ま
す
。

-v

V V

軍
の
暴
走
で
済
ま
さ
れ
て
い
る

が
、
満
州
を
植
民
地
化
し
よ
う

と
す
る
勢
力
が
存
在
し
、
石
原

は
笑
行
犯
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
日
本
政
府
は
ア

ジ
ア
の
固
に
対
し
「
お
わ
び
と

反
省
」
を
繰
り
返
す
が
、
事
実

の
解
明
と
責
任
者
の
処
間
が
あ

っ
て
初
め
て
怒
味
を
持
つ
。
来

年
は
満
州
事
変
勃
発
初
年
。
全

容
の
解
明
を
望
む
。
(
フ
ィ
リ
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H
m

い
。
世
界
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
の
企

業
が
�
 
1
0
0
0
社
も
あ
る
と
は

驚
き
で
す
。
学
生
の
大
企
業
志

向
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
中
小

企
業
で
も
夢
の
あ
る
き
ら
っ
と

-
-
-
O

B
Bお
待
ち
し
て
い
ま
す
�
 

http:2010.12.12

	表紙.pdf
	本文1
	本文2
	本文3

